医療連携推進事業第5回検討会
日時：3月18日（火）19：00から

場所：岩歯事務所

初年度最後の検討会が行われた。製本された『南空知圏域歯科医療と介護の連携の手引き』の送付、活用、周知について、ホームページへの掲載について、医療関係者、患者本人・家族向けの啓発、検討会議メンバーの追加、連携促進のための取組み、先の講演会の反省、等について様々な意見が出された。介護施設関係者の意見としては、「歯科医療と介護の共通連絡票」とその記載例は評判が良く、藤本篤士先生の「リスク管理」の話が興味深かったようだ。また、口腔ケアや体操の方法をホームページからダウンロードできるようにして欲しいとの要望もあった。
その他の意見を以下に羅列する。

ケアマネ代表からは、施設の事務長に対して、「人件費がペイするのか。」についての説明が必要だと意見があった。

近澤さんからは、包括支援センターにケアマネに対する研修を依頼するとよいと。その際に宣伝すると良いと。

行政からは集団指導時に宣伝すると効果的ではないかと。

九津見先生からは歯科単独ではなく医科歯科合わせて興味ある演題で講演会を開き、集まって下さった方々で懇親会を行ったらどうかと。

山田理事からは、出欠をとって会場に余裕があれば追加の宣伝を、という手もあったと反省していると。

孫先生からは、美唄の介護関係者もメンバーに加えたいが如何と。

医師の武田先生は、紹介先や紹介方法があるとありがたい、頭のどこかにあれば口腔に関して何かあったときに職員に依頼することができる、医師会にもひろめたいと。

秋野先生からは市の広報誌を利用するとよいと。

野崎先生からは岩見沢市ではこれまで訪問診療に関する広報誌への記載は不可だったが、今春より歯科あるいは医科歯科のコーナーを設けることになったと。
